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気候変動を踏まえた計画外力の検討

～現行計画（計画波浪）の概要～
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現行計画（計画波浪）の概要

出典：高知海岸計画外力の検討 四国地方整備局高知工事事務所

計画波浪（波高）

T = 0.5893H + 7.6115

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

0.00 5.00 10.00 15.00 20.00

有義波高(m)

周
期

(s
)

計画波浪（周期）

波高：波浪推算・観測データより極値統計解析を実施し、30年確率
波高を設定

周期：全ての波浪推算・観測データより波高と周期の関係式を作
成し、30年確率波高に対応する周期を設定

台風 有義波高（ｍ） 周期（ｓ）
1 3412 2.9 9.5
2 2106 7.9 11.2
3 5115 6.7 9.7
4 5202 0.9 7.2
5 5313 10.9 16.9
6 5405 7.9 12.3
7 5415 7.4 9.9
8 5526 1 7
9 5609 7.3 11.3

10 5612 4.9 8.9
11 5615 4.7 14.8
12 5707 3.1 7.6
13 5710 7.2 11.1
14 5817 6.3 11.8
15 5821 6.9 14.2
16 5906 4.6 11.3
17 5915 10.2 16.5
18 6012 0.3 5.5
19 6016 7.4 11
20 6118 11.4 16
21 6207 3.4 10.3
22 6309 8 11.8
23 6420 12.5 14.1
24 6523 8.5 14.7
25 6524 8 16.5
26 6624 3.3 10.9
27 6718 3.8 10.2
28 6734 3.2 12.7
29 6804 6.4 11
30 6810 4 7.6
31 6909 8.2 12.9
32 7002 3.4 13.5
33 7009 5.7 9.9
34 7010 12.3 13.7
35 7119 6.2 10.5
36 7123 6.8 10.9
37 7209 7.2 11
38 7416 7.9 11.2
39 7418 0.3 5.4
40 7505 8.6 11.8
41 7506 5.5 11.5
42 7611 3.5 7.1
43 7808 4.6 9.2
44 7916 7.1 13.6
45 7920 5.8 14.6
46 8013 10.4 13.3
47 8019 5.7 14.7

波浪推算データ
旧運輸省推算値

(S26～S55)30年間

順位 年月日 時間 波高 周期 気象要因
1 1990/7/30 10:00:00 9 8
2 1990/8/22 10:00:00 7.79 12.7 9014
3 1991/9/27 22:00:00 7.38 11.1 9219
4 1992/8/8 18:00:00 6.46 8.9 9210
5 1990/9/19 14:00:00 6.06 11.2 9019
6 1990/9/29 0:00:00 6 7.4
7 1994/9/25 14:00:00 6 7.9 9426
8 1993/8/10 8:00:00 5.82 10.6 9307
9 1994/9/29 14:00:00 5.39 12.5 9426
10 1993/8/9 12:00:00 5.34 14.2 9307
11 1991/9/28 0:00:00 5.3 10.8 9119
12 1992/8/18 20:00:00 5.3 9.9 9211
13 1992/8/17 22:00:00 4.95 13.6 9211
14 1993/9/3 22:00:00 4.79 8.4 9313
15 1996/8/14 10:00:00 4.59 10.1 9612
16 1990/9/18 22:00:00 4.48 12.4 9019
17 1994/8/13 8:00:00 4.41 11.7 9414
18 1993/6/11 20:00:00 4.4 6.2
19 1993/7/27 20:00:00 4.35 10.1 9311
20 1992/12/8 0:00:00 4.32 9 南北の気圧の谷の通過
21 1990/5/4 10:00:00 4.3 8.6
22 1994/7/25 14:00:00 4.29 9.7 9407
23 1991/9/19 18:00:00 4.27 12.8 9118
24 1994/5/5 6:00:00 5.27 8
25 1993/10/7 8:00:00 4.17 14.8 9319,及び9320
26 1993/10/29 18:00:00 4.14 8
27 1991/10/10 4:00:00 4.02 14.7 9121
28 1992/8/19 0:00:00 4.01 9.2 9211
29 1994/4/12 18:00:00 4 8.7 低気圧
30 1994/6/30 14:00:00 4 5.1 梅雨前線

順位 最大有義波の起時 波高 周期（ｓ） 気象要因
1 82年9月25日4時 8.6 13.1 台風8219号
2 82年8月27日12時 8.35 11.6 台風8213号
3 81年7月30日22時 6.7 12 台風8110号
4 89年7月27日18時 6.68 11.9 台風8911,8912号及び台風8913号
5 88年8月27日6時 6.4 10.8 台風8917号
6 88年4月18日16時 6.03 10 二つ玉低気圧
7 88年4月13日4時 5.37 9.2 日本海低気圧及び南岸低気圧
8 81年10月22日14時 5.32 13.8 台風8124号
9 82年11月30日2時 5.27 10.3 二つ玉低気圧
10 85年6月30日16時 5.25 12.9 台風8506号
11 83年9月28日16時 5.23 9.9 台風8310号崩れの低気圧
12 86年7月17日20時 5.21 11.6 日本海低気圧及び台風8608号
13 83年4月1日6時 4.84 10 南岸低気圧
14 89年9月19日22時 4.83 11.8 台風8922号
15 84年8月21日18時 4.58 8.9 台風8410号
16 81年10月1日10時 4.52 14.4 台風8122号
17 88年9月15日10時 4.51 13.6 台風8818号
18 88年6月2日22時 4.39 8.5 二つ玉低気圧
19 88年3月21日20時 4.34 9.2 南岸低気圧
20 82年9月3日16時 4.21 12.4 台風8215号
21 83年8月13日22時 4.16 13 台風8305号
22 83年6月13日2時 4.1 9.2 二つ玉低気圧
23 82年3月15日16時 4.07 9 二つ玉低気圧
24 82年8月1日14時 4.05 13 台風8210号
25 81年8月22日8時 3.98 13 台風8115号
26 82年3月5日8時 3.97 8.7 日本海低気圧
27 84年7月29日10時 3.86 10.2 台風8407号
28 89年4月23日0時 3.74 9.9 南岸低気圧
29 81年11月2日16時 3.74 8.5 二つ玉低気圧
30 85年6月8日12時 3.7 9.3 南岸低気圧

算定に使用されたデータ 観測データ（高知沖）
(S56～H1)上位30波

13.0m

15.3秒
→15.5秒に設定

観測データ（桂浜）
（H2～H8）上位30波

出典：土佐湾高知海岸（南国
工区）直轄海岸保全施
設整備事業 全体計画
書 四国地方建設局

出典：高知海岸計画外力の検討 四国地方整備局高知工事事務所

第1回検討会資料に加筆

30年確率波高
12.6m
→13.0mに設定



気候変動を踏まえた計画外力の検討
（将来予測される平均海面水位の上昇）

～気候変動を踏まえた朔望平均満潮位の設定～
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将来予測される平均海面水位の上昇量の設定
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時期 20世紀末（1986～2005年の平均） ～ 21世紀末（2081～2100年の平均） ※96年間

シナリオ
日本沿岸の平均海面水位の上昇量

検潮所16地点
の平均値

世界の
平均海面水位

の上昇量領域Ⅰ 領域Ⅱ 領域Ⅲ 領域Ⅳ

2℃上昇シナリオ
（RCP2.6）

0.38m
（0.22～0.55m）

0.38m
（0.21～0.55m）

0.39m
（0.22～0.56m）

0.39m
（0.23～0.55m）

0.39m
（0.22～0.55m）

0.39m
（0.26～0.53m）

4℃上昇シナリオ
（RCP8.5）

0.70m
（0.45～0.95m）

0.70m
（0.45～0.95m）

0.74m
（0.47～1.00m）

0.73m
（0.47～0.98m）

0.71m
（0.46～0.97m）

0.71m
（0.51～0.92m）

SI－CAT海洋モデルによる21世紀末における
日本近海の海面水位（年平均）の20世紀末からの上昇幅（m）

■20世紀末（1986～2005 年の平均）から21世紀末（2081～2100年の平均）までの平均海面水位の上昇量は、
「日本の気候変動2020」に示される予測結果を採用し、高知県が位置する領域Ⅲの平均値0.39m（RCP2.6）を設定
する。

出典：「日本気候変動2020 大気と陸・海洋に関する観測・予測評価報告書(詳細版)（2020年12月） pp.154～156 気象庁」
「気候変動に関する政府間パネル（IPCC） 変化する気候下での海洋・雪氷圏に関するIPCC特別報告書（2020年度) p.73 環境省」

第1回検討会資料に加筆



0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100 2110 2120

潮
位

（
T
.P

.m
）

朔望平均満潮位（気象庁） （1988年～） y = 0.003418x -5.923504 R2 = 0.305475

0.33m上昇

気候変動を踏まえた朔望平均満潮位の設定
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T.P. 1.30m
(2100年の朔望平均満潮位)

△：1979年から2020年の高知検潮所の朔望平均満潮位

赤線：観測所移設や観測中断期間等を考慮した、1988年から2020年
までの高知検潮所における朔望平均潮位の線形近似直線(観
測値のトレンド、参考)

緑線：「日本の気候変動2020」に示される20世紀末（1986～2005
年の平均）から21世紀末（2081～2100年の平均）までの平均
海面水位の上昇量（96年間で0.39m(RCP2.6)）を基にした、
+4.1㎜/年となる直線（2011～2020年の高知検潮所における
朔望平均満潮位の平均値T.P.0.97mかつ2020年を起点）

2100年

現行計画の朔望平均満潮位(T.P.1.00m)

■高知検潮所（気象庁所管）における朔望平均満潮位の経年変化

2020年（起点）

2011～2020年の
朔望平均満潮位の平均値
T.P. 0.97m

■検潮所位置図

高知検潮所

設定した将来の朔望平均満潮位は、高知検潮所における観測値の上昇傾向
（1988～2020年のトレンド）から想定される値と同程度であり、妥当性が確認できる

■朔望平均満潮位（現行計画を踏襲し高知検潮所で設定）は、最新の朔望平均満潮位（観測値の年変動を考慮して近
10ヵ年の平均値を採用）に、今後の平均海面水位の上昇量を加えて設定する。

■2020年を起点とした場合、2100年の朔望平均満潮位は、2011～2020年の朔望平均満潮位の平均値T.P.0.97m＋
2100年までの平均海面水位上昇量0.33m(1996～2091年の上昇量0.39m×80年/96年)）＝ T.P.1.30mとなる。

参考：T.P. 1.25m
(観測値のトレンド)

第1回検討会資料に加筆
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高潮・高波に対するハード対策の検討

～直轄高知海岸における

必要砂浜幅の設定の考え方～
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直轄高知海岸の必要砂浜幅の考え方 H29高知海岸保全技術検討委員会資料

出典：平成29年度高知海岸保全技術検討委員会（H30.2） 参考資料1-6

直轄高知海岸における必要砂浜幅の設定の考え方と結果
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直轄高知海岸の必要砂浜幅の考え方 H29高知海岸保全技術検討委員会資料

直轄高知海岸における越波防止に必要な砂浜幅の設定方法
（対象断面、波のうちあげ高の算定方法など）

出典：平成29年度高知海岸保全技術検討委員会（H30.2） 参考資料1-7



9

直轄高知海岸の必要砂浜幅の考え方 H29高知海岸保全技術検討委員会資料

直轄高知海岸における越波防止に必要な砂浜幅の算定結果（新居～長浜工区）

出典：平成29年度高知海岸保全技術検討委員会（H30.2） 参考資料1-9
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直轄高知海岸の必要砂浜幅の考え方 H29高知海岸保全技術検討委員会資料

直轄高知海岸における越波防止に必要な砂浜幅の算定結果（南国工区）

出典：平成29年度高知海岸保全技術検討委員会（H30.2） 参考資料1-12
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高潮・高波に対するハード対策の検討

～直轄高知海岸における事業完了後を

想定した等深線変化解析結果～
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必要砂浜幅（現行計画） 30年後の砂浜幅（現行計画） 計算初期の砂浜幅（H27.1測量）

H29高知海岸保全技術検討委員会資料を基に作成

※高潮・侵食において想定される最大浸水範囲内の人口、世帯数、資産額(H30事業再評価より引用)

必要砂浜幅（現行計画） 30年後の砂浜幅（現行計画） 計算初期の砂浜幅（H27.12測量）

新居工区
人口：808人、世帯数：302世帯
資産額：606億円 ※

仁ノ工区
人口：440人、世帯数：170世帯
資産額：293億円 ※

戸原工区
人口：615人、世帯数：255世帯
資産額：497億円 ※

長浜工区
人口：2,882人、世帯数：1,271世帯
資産額：1,410億円 ※

南国工区
人口：1,174人、世帯数：465世帯
資産額：702億円 ※1

※高潮・侵食において想定される最大浸水範囲内の人口、世帯数、資産額

(※1：H30事業再評価より引用、※2：令和3年度高知海岸保全施設整備検討業務より引用)
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高潮・高波に対するハード対策の検討

～Bruun則による汀線後退量の算定の考え方～
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Bruun則による汀線後退量の算定の考え方

Bruun則の概要（既往論文の抜粋）

※出典 須川ら（2011）：海面上昇に伴う全国砂浜侵食量の推定，土木学会論文集B2（海岸工学），Vol. 67，No.2，2011，I_1196-I_1200．
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Bruun則による汀線後退量の算定の考え方

波浪条件の設定

年最大 年平均 年最大 年平均
H9 1997 7.24 0.86 12.10 7.93

H10 1998 7.33 0.78 11.90 7.30
H11 1999 5.71 0.77 11.50 7.16
H12 2000 4.51 0.77 9.30 7.47
H13 2001 5.10 0.71 12.80 7.35
H14 2002 4.85 0.82 13.00 7.41
H15 2003 9.00 0.80 15.70 7.46
H16 2004 7.76 0.86 14.60 7.83
H17 2005 9.53 0.74 14.30 7.32
H18 2006 5.85 0.83 10.20 7.68
H19 2007 8.22 0.76 12.90 7.37
H20 2008 4.53 0.65 15.50 7.59
H21 2009 6.08 0.75 17.30 7.69
H22 2010 4.40 0.74 9.40 7.30
H23 2011 6.93 0.81 13.30 7.57
H24 2012 6.58 0.82 16.10 7.70
H25 2013 8.97 1.25 16.20 8.16
H26 2014 8.05 0.81 11.96 7.57
H27 2015 6.79 0.83 14.30 7.95
H28 2016 4.62 0.78 12.30 7.60
H29 2017 5.45 0.69 10.20 7.60
H30 2018 8.93 0.86 13.70 8.04
R1 2019 6.42 0.81 11.40 7.72
R2 2020 6.43 0.70 12.10 7.45
R3 2021 5.56 0.79 9.90 7.54
R4 2022 7.06 0.71 12.20 7.41

6.61 0.80 12.85 7.58

有義波高（m） 有義波周期（s）
年度

平均値

海浜断面係数の設定

香南市海岸（No.25-2）
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仁ノ工区（No.30-3）

 戸原波浪観測所の毎正時データ（H9～R4）を基に、汀線後退
量算定に必要となる有義波諸元（年最大・年平均値）を整理

 計画断面（新居～長浜工区：平成20年1月測量、南国工区：平成23年11月測量、香南市海
岸：令和3年1月）を基に、測線毎に海底勾配（バーム高～移動限界水深までの勾配）を整理

 海浜断面係数は、測線毎の海浜勾配と海浜断面係数を変化させた勾配を比較し、同様の
勾配となる値を設定


